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長野県南佐久郡相島鉱山の地質及び鉱床
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ここに Lるす相島長野県南佐久郡には多くの小規績な鉱床が分布している。

部落までは国本鉱床は同郡南相木棺4・村中島にゐり、鉱床もそ四一つである。

部落から現掴までは役場よ争臨幸帥に鉄小海駅よりバスで約 25舟聞である。

むかう林道を徒主伝で約 30分余りで行ける。

南北にのUた尾極白一部から東にむかつて平行にわ鉱床は中島部落。隔に、

中助部落からの比高はおよそ 200かれた散個所町ひ〈い尾根町一つにあるが、

陶柏木川ことに部落の南側には、視のために丘陵的な気分のする地形であるe

そり隔流域はおよそ比高 40mの段丘となり火山灰に広〈覆わが流れていて、

谷というよりも凹地でほ鉱床りある尾良附近には解析谷もあるが、れている。

部落の附近目段丘は畑、尾根官官む山地をのぞいては、とんど流水はみない。

そ白他は桑畑などに側面Eされている。

露政は四地域に確認されている。鉱区は第z図。地質図中に記 Lておいた。
その銀鉱のようすを第 1図に示し

これらり銀鉱はかな 9古い時代からおこなわれたようであるが、 くわしい

昭和 33 t 
改めて探鉱を開始することになり、

これに関係 Lて筆者も鉱床と地質

のー故調査をする畿会を得たりで、

昭和 32年から調査研究を進めて

今回そ司結果を主りまとめ、来たρ

ここにその 慨要を報告する。

この中で南館願が最も良く探鉱されている。

ことはよ〈わからない。S 
.凡第

二
回

'一九。

調査研究にあたっては絶えず御

助冒をいただい懇篤なる御指導、

鮫島.iiIi先生に 深謝 L、
し

た竹内正反先生、 叉貴重なる貰軒ならびに量~ k <D恒宜

をはかつていただいた鉱山当働者の皆様方 E感蹄する次第である。
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g 中央構造線白外帯に嵐している。千曲川以東の川東地械は構造的にみて.

との合羽

坂腸は北側を南相木川に沿う南相木断層によってたたれて、小盛山居に接 L、

11112KaJI剖
南側は男山断層によってたたれ天狗山周と接Lている。

鉱床附近の地質図

にあり、「合羽原層J「相木島町巣周 」帯中の者。調査 Lた地域は、
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1. 中生肩上部ジユラ系

主に砂岩主粘板岩とからなり 、 チャート 、 石灰岩をはさみ、 流紋岩がこれに

賀入Lている。 (第 2凶)断胞は鉱区の東方の立岩附近から南にのびるものの

外はまったく見られな L、。 堆積岩は全体にわたって単斜構造をなし、一般に走

向は N60-S0・W、傾斜は 400_600 Nである。

t砂 岩 〉

褐色ないし茶色、中粒である。 鉱山の北方にかなり町厚きで分布 Lているも

のが王なもので、 その他。所では湾、、レンズ状である。

(粘叡岩〉

黒色級笛で全域に広〈分布している。 臨幸峠j;ft近りものでは千枚岩fじしてう

す〈ほろぼろにくずれやすい。

〈チャ ー ト 〉

顕著なも Cが 3胞と、 νγ ズ状のものが 3月日ある。 前者は~さ約 S 0叫 で延

長は約 1.0 0 0叫以上連続している。 後者は厚さ 5"，内外、 延長も 50 m.以下

である。 一 般に灰白色で角岩質である。

【石灰岩〉

雨露頭から東露軍1まで約 1.0 0 0臨続くものが最大でその他は小規範な νγ

ズ状である。 ~さはいずれも 1 5 m. ない1.. 1 071るである。 岩質は一般に灰白色

であるが東館顕附近および臨幸峠附近の一部分のものは、 陪灰色泥質の不純石

灰岩である。 陶;lIU.I!附近のものは結品質で方解石脈がはいりとんでいる。

2 流紋岩 【石英斑岩質波紋岩〉

音羽叡層 11:斑紋岩が、 岩脈ない L岩床状に貫入している。 鉱山附近では岩駅

をな L、そり厚さ約500臨、 延長は鉱区西方町白土から東方立岩まで 3.000

R におよんでいる。 向この延長は立岩近〈の南に申びる断層を切って更に東に

続〈ょうである。

とり岩体の両側では.砂岩、 粘板岩田一部はホルンフヱルスに、 石灰岩は前

記の結品質石灰岩となりまた、 スカル γ鉱物を伴っている。 これら申変質帯の

巾は最大30田位であまり広いも阜ではない。

この流量買岩の石基は青味をおびた灰色で、 石英の斑品が点在 Lている。 一部

には石英の結晶がありそり中から日本式双晶の水晶を探集するこ とができた。

-22-
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鏡下では斑状構造をなし、 石基は隠微晶質に近いも白で、 長石、 石英主少量

の輝石および所 t に磁鉄鉱がみられる。 この長石は斜長石と正長石で、 石器を

‘ Lめる御告は斜長石が半分位で残 ?11:>半骨は正長石と石英である。 締石は普通

結石でそれらの聞をうめている。 斑品は石英が大部分で. そり他に正長石が淑

品をなしているものがみられる。 !:!f品の形は大部分融食されている。 以上の成

舟鉱物にもとずき、 本岩はかなり殴性白強い、 石英斑岩質流絞岩である。

• 
こ白地方に分布する波紋岩の貫入時期は、 藤本治義・鈴木道夫両氏 (1)によっ

て、 中新世後期とされている。 本岩も、 始めに逆ベた I うに合羽叡層の中巨岩

脈ないし岩床状に賀入し、 文立岩附近。断層を切って東方の古生庖の中にもみ

られることから、 やはり新中世後期に活動 Lたー貝であろう。

E 鉱 庶

館副は流紋岩体の ffi北両側に四地成政寵されている。 そ 11:>;ち附出頭のも町. 
が、 従来最も良〈探鉱され企業の対称とされている。 以下各街航。観察事項を

のべよう。

1 ) 南防邸

協聞は東西にりびる小さい尾根の頂にあ弔て、依体の巾は 5m-3隔である。

走向は地Ii¥lと一致L、 傾斜は尾叡町北斜薗にそ明て 40
0
Nをな Lている。 協頭

部のようすは第 3図に示 Lたように、 北斜商よ Pの表上近〈では露天 ft作用に

湾3図 戸三h

内亜骨拡に車Gだ
向車修拡姐卸aw広鯵

品暗虫館1:'*ωr
且成盤拡内世e鉱穆

よってできた褐鉄鉱帯があり、 そり厚さは 30 C1n-1 0 C17Iである。 この鍋鉄鉱
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その下側は閃亜鉛舷主磁糠鉄は周根斜面に泊。て酉方に約 30相続いている。

鉱体近 <30Cm (/) 巾は珪(~鉱 が縞状をな Lて存在す る。鉱体下盤は粘板岩で、

.' またホルγ フ エル ス にな。ている。L、

こり坑道は接頭部第 1図 1(/)坑道内のようすは第 4図。ょ5になヲている。

から 10明程下位に

図の

あり陪にむかーうて 7

協延びて い る。

.t 

..~ 1.'7 m 

方解石ー珪灰石帯四

方解石中珪灰石は、

金属に縞状にあり、
-> 

ll¥4-図 (車1[自力1)のまえ'"'図 自E物を伴な巧ていな

方解石大理石し、。

帯の中には縞状に閃

その亜鉛鉱があり、

盟
関
一
国 中に少量。磁流鉄鉱、

奥の白そ Lて淡貰緑色の灰鉄柘樹石を伴なっている。賞鍋鉱、微量の黄鉄鉱、

金属鉱物が拡散してき方解石脈が網状にはいりこみ、色チャートの部分では、

わめてまばらに点在Lている。

坑内全体に鵠鉄鉱町制服が粘土中にみ第 1図2は坑道延長わずか 2m裂で、

鉱石は見られず坑道床に巾1.5 mの大理石があらわれている。らiLる。

途そ町長さは 48怖であるが、南側斜面に開通 Lている。第 1図 6-6は、

南坑口から約 38mまでは、中中央で西に 25眠延びる坑道が分岐している。

前記 38m北側坑口近 〈は、岩質は何も変化をうけていない。粘叡岩ばかりで、

そり次その次は巾 70閣の褐鉄鉱帯、より巾 6叫ばかりが粘飯岩の珪化帯で.

坑壁では硫酸亙鉛を含んだ青白色のは巾 18 0 c恨の大週石ー珪灰石層で:tる。

又西に分依する坑道内は金属鉱物はみられなか内た。液 tJ'¥.. ~出 L ているが、

粘叡岩ばかりで何も変質をうけていない。

ズリだけで坑口はつぶれていて中りょうすはわからないが、第 1図 3.4ーは、

S 400 Eにかなり奥まで坑道が切られているようで、4の方は周犠にむか 。て、

方解石と大

理石田中に淡賞緑色町灰鉄柘槽右宇少量申アメ色柱状結晶を Lたベスグ石があ

ー24-
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る。 珪灰右はいずれも縞状である。 金属鉱物は、 路硫鉄鉱. 閃亜鉛鉱の徴晶が

方解石、 大理石の中にi問状に点在 Lている。

• 
2) 東路駅

南協顕附近にある石灰岩掲の東延長約 600，，，の所にある。 ここには緑錨色

の灰鉄柘栂石が苦灰岩質な粘叡農を母岩として集合 している。 金成鉱物はこの

、， 母岩中にわずかに磁硫猷鉱が点在 Lているのみである。

3) 北縫顕 1

この路駅は流紋岩体りすぐ北加に近接 Lた所にある。 括原の ようすは、 閃亜

鉛似を伴なった石英脈とうすい鵠鉄鉱の摺がみられる。 この箆販の下位に長さ

30m程の探鉱坑道がある。 坑内は上記の石英際と 、 白色チヤー トである。 金

民鉱物はこれらの中にごくわずか縞状に点在している。

4) 北阪駅 2

北i語頭 1より 50m北側で、 耳{に下る烏叡の北側斜面に沿って、 綿鉄鉱と酸

rt椿脱されて多孔質にな。た石英の成政がみられる。

以上の観察によって、 本鉱床は流紋岩の接触帯附近にある右灰岩主 粘叡岩の

一部が交代されてできた高温交代鉱床であることを知る。 この種。高温鉱床に

普通にみられる、 方鉛E庄、 磁鉄鉱、 灰鉄線石は現在の 探鉱範囲では見いだされ

ない。 特に磁鉄鉱が当然伴な土れて〈るであろうと予期できる柘栴石に富んだ

&.顕 〈東毘 顕 〉に、 これが存在しないことは、 現在の使館段階に於ける一つの

特徴である。

鉱床の形は、 地腐り走行と傾斜に宜~された脈状ないしは νγ ズ状であるが

尾根の上 の宮頭部では交代域が盤強Lてここでのみ 塊状に近い姿をしている。

何分探鉱坑道も少な〈 、 i5lt紋岩と探鉱個所との地質的関係を明らかにすること

ができないが、 上記の観察のみから開露顕鉱床の地質的位置を推劃すると、 第

5図りようになる。

I 
-25-
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南rl顕7lc平断面図第 5図

しかも粘板岩田走向がド白互に接 Lた部分で、チ ヤー石灰岩、鉱床は粘土岩、

モLて鉱床は弛働では右急l:1.-た棺曲部をえらんで塊状に近い形に膨張 Lたー

鉱体と石灰岩のー

そしてこの地表に近

西側では石灰岩町中を交代して位置1.-.

部は侵散によ。て削剥され曳在の地表面に隊出 Lている。

い鉱体の面lがlt.l天化作用によ丹て秘鉄鉱 fじをうけている。

灰岩と粘飯岩の問、

鉱体り中ではこの祐鉄鉱白下備に閃麗鉛鉱に7ifんだ内亜鉛鉱ー磁磁鉄鉱帯、

叉鉱液は石灰岩に対して、 大

へ鉱床に近い部舟に方解石、

これらりスカル γ 鉱物の分布状態は混在のところ必ずしも

柘拙石、珪灰石、

そ白下は磁硫章夫鉱に笛んだ同帯をどっ〈勺ている。

理石f~ とスカル γ fι をおこ L‘ 

スグ石を晶出した。

珪灰有帯左なり、鉱床巴直接接した石灰岩の部分は方解石、明確にはできないが、

なおそれに柘楠石を散在しそれから石灰岩偶に離れると大塑右帯が分布する。

硫化鉱 物を鉱染的に晶出鉱担聖母一部は拡徴してこれらの結石の中に浸潤 Lて、

郎ち粘舷岩は単ならない。石灰岩以外の岩石は全〈スカルン鉱物をつくした。

これらの実状とチャートは変化してはいな L、。るE量化作用をうけているのみ、

鉱液m勢力は必ず Lも強か内スカルン帯の巾のせ まいと主を併せて考えると 、

現在地表面主化 Lている側に鉱体が大規模に存在していたとはいえないから、

現在の探鉱けれども全域。鉱化作用については、ただろう kは想像できない。

区妓町東西岡側部と探部とを録求 Lなければ説明できない。

推測を以上 の南露顕に対Lて東箆顕は全 <1111鉱がおとなわれていないので、

とは間違いな北館顕は火成岩貫入体の北縁附涯であるこ

-26-
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いが、陶~顕に 類似する鉱体の存在を予知できる程度で、これまた詳しい推測

をこころみる域に探鉱が進んではいない。

皿 鉱石

属鹿顕をのぞ7いては探鉱が進んでいないため、各露顕について試料を充舟採

換することができなかった。従 4 て南協顕の鉱石について、その鋭娯事項を述

べることにする。

1. 鉱石鉱物について

1) 賞鉄鉱

鼠期郁白磁磁鉄鉱に富んだ暢に、小さいレンズ状主は不規則な小塊状をLて

散を Lている。ー且すると也統翫鉱を基質とl-t.こ斑晶状に見える。平均Lて I

.，.2町大きさである。
鏡下では自形を保守、 ているものは全然且られない。結晶粒の出島は閃車鉛鉱、

磁獄鉄鉱に接してIiIj僚な噴界をな L飯粒はこれらのものからできている基質の

中に耳、税制な形をして散在している。そり形の上から交代されたもの主判定書

れ‘その散在する構造は、'工sユandand S.ea. s七mc屯ur百'に踊 Lている。

又鎚裂は閃E鉛鉱、 '#l銅鉱‘E量破鉄鉱、 もしくはそれらいずれかの共存体によ

，、て充棋されている。

これらの観察から閃亙鉛鉱、指銅鉱、磁硫量失liZ.よりもかなり早期に品出 Lた

ことがtかる。 E結晶粒は圧砕等をうけた保子は見られないから鉱化作用後に

も強い変動をうけていないと推測される。

2) 閃亜鉛鉱

鉱石町約単分以上は閃亜鉛鉱Kl!¥'んだものである。露頭部の上盤よりに比較

的多〈存在 L、 時には塊状に模集 Lてそのー塊が 1屯を越えるものもある。筆

者が町内た比重測定亙び X一線分析では Fa$34mO 1'1oN.び37mO l~ 白候

閃亜鉛鉱である。

鏡下では、爽銅鉱、磁磁鉄鉱と直線互はそれに近い形で接 Lていることが事

ぃ。叉閃E榔中に貧銅鉱、酬脚 C徹小な粒 〔最大 o.1闘士最小0.002闘 士〕
-27-
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がレンズ状ないしは短線状を Lて閃亜鉛鉱の結晶構造に支艶されて分布Lた離

商事栴造を示 Lている。又亀裂中を賞銅鉱、 磁磁鉄鉱、石英り共存体、 もし〈は

それらのいずれかによ勺て充棋されることがある。一方貰釘鉱、磁硫鉄鉱を不

鋭sIIな形に務企Lているものや、磁磁鉄鉱白亀裂を充棋しているものもある。

又後で述ベる烏り目構造， Birds eye -S七戸IUcture'を示す白鉄鉱を脈状

に切る場合がある。石英には溶食を 5けたり、保状に切られたりする。ときに

は、巾がせまくて長いレソズ状の石英がと白中に点在 Lている。方解石には静

食されている。

これらの観察から閃亙鉛鉱の主な部分は、糞鏑鉱、磁磁鉄鉱の晶出とほぼ同

時期に品出しているが、 ときにはかなりおくれて品出 Lていることが臨められ

る。

3) 黄銅鉱

肉眼ではほとんど見ることはできない。

閃亜鉛鉱、 貧鉱弘主の共生駒係は前記のようである。磁磁依伍とはほぼ直棋

で接Lている場合と徹晶が陶亜鉛鉱、基生磁鉄鉱、 石英の共存体に務食を5けた

ものがある。これらとは反対に磁枇鉄鉱の鑑製自中に閃亜鉛鉱、右英之町共存

体や時には貰銅鉱だけが充犠 Lている場合がある。 30，生磁鉄鉱のふもをかとみ

更に関車鉛鉱に主りかこまれて、 それらの畠裂の中にはいりとむ哩も白がある。

石英、方解石には著じるし〈請書食された形で存在する。 E巾がせま〈て長い ν

ンズ状石英にも切られている。

これらによ司て閃亜鉛鉱、 E控硫鉄鉱とほ X同時期に品出 Lはじめ、それらよ

り少 Lおそ〈ま で晶出を続けた。互おそくなって 晶出したものは、前肥閃亜鉛

銘咽後期宜で晶出 Lたものと〈らべると‘ それよりはやや早いようである。

4) 磁 硫鉄鉱

閃亜鉛鉱に次いで多い鉱物で、露頭部の下位に特に多い。一般的には閃亜鉛

鉱白 中に縞状に存在するが、所によ，、て塊状に 浪集することもある。

鏡下 では強い具方 位を示し、 粒度は均一で平均 0.3"X1.08.位 である。一般

に仲長性を有L、 その方向は互に平行文は直角に近〈交わ q ている。貰鉄鉱、

賞銅鉱とり共生関係は前促のようである。即ち閃亙鉛鉱、賀銅鉱とほ X同時期
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加l
E品出 Lたものと.中には早期閃亜鉛鉱より少 Lおそ〈まで品出したも町があ

る。 鉱塊から少 Lはなれて、スカルソ中に方解石に溶解されたものや、 契 L'、

阪状結晶をしている場合がある。

5) 白鉄tz;

白鉄鉱は閃亙鉛鉱に富んだ部分主砲硫鉄鉱に富んだ部分との境界で閃亜鉛鉱

に富んだ部分に近い磁磁鉄鉱町中に書〈ある。大きさは一般には小さいが、肉

眼でもは q きり見られる同心門的な鳥ノ目構造， Blrds叩 -st戸田ture'
をなすものが~められる。

鏡下では、すでに述べた磁硫鉄"11)結晶粒11)O!製の中に細い脈状にはいる石

英にともな 内て存在する。その形は縄状りものとそれから同心円的に発達する

鳥ノ目構造， Birds eye-S七世:tc¥1ture'のものとある。叉閃亜鉛鉱との関
・・υ、

係は、交代されるもりと脈状に切断されるもりとある。その他は不倒であ ヲた。

これから閃亜鉛鉱の晩期りものよりは早期に形成されたと考えられるので、

般に観日jされる成因のように現在の露天 t~作用によ司てのみ生じたとは推定 L

IJ.tこし、。

6) 斑銅鉱

二、三の資銅鉱中に小きく斑点状に、淡紅色をして不規則な形で存在してい

る。配列には黄銅鉱の結晶構造に支配された嫌子はみられな いから おそら〈賞

籾鉱の二次的変化によ 4 て生じたもの主恩われる。

7) 未詳鉱物I、 E

未詳鉱物 Iは前記田賞鉄鉱を含む鉱石、塊状をなす磁硫鉄鉱.賞銅鉱磁磁鉄

鉱を含む関車鉛鉱中にそれぞれ聖堂倒ずつ不規買IJJな形をLて存在している。上記

各鉱物との共生関係は、それらの結晶中平a裂中を充喫 Lている。未詳鉱物E
は非常に微細で未詳鉱物 Iの中に常に懸渦状に存在する。

大きさは次の還りである。

未詳鉱物 I

釆群鉱物宜

. . 

最大 0.5回 X 0.0 6回

最大 0.00SI.X 0.00 3u  
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晶出時期 は、 前記の観察事項から重量鉄鉱、 磁磁鉄鉱‘ 黄銅鉱、 閃亜鉛鉱 よ り

は後期主考えられる。

放にこれらの検定詰呆をのべておこう。

α〉 未詳群鉱物 I

反射色は方鉛鉱に近いが平斗賞味を帯んでいる。硬度は方鉛鉱よりや A硬い。

多色性はないが、 弱い具方性白光学性を示す。

腐蝕試験では concHNO.、 H C~( 1 : 1)、 Fe cJl.、には蕪鴇色にな
り、 KCNには補色になる。 HgC皐2には全然変化しない。

以上から Te七九4戸uteかHess声ite 等と思われる。しかい、ずれも、

KCN. !1gC:t2 IT)反応が少し異なる。文筆光骨折ではTeはごく微量検出され
たがBi.Agはまったく検出されなかった。 こDため Te七回.dymitoか

Hesヂite とするのは疑問があり未詳鉱物 Iとしておく。

h)未詳鉱物E

微細なため光学性そ自他判定することができなかった。

2 スカルン鉱物について

桁栂石は方解石町塊状集合体中にあり談賞緑色で 51$- 3咽白結晶 Lた灰鉄

柘植石である。鏡下では自形ない L草由形で時には他形粒状をしている。大部

分は中心部が遇 淘 Lている。外経部では細かい阜市構造を示 Lて、複屈析を呈

する。 Lかし一般には光学異常は少ない。興和あるいは周縁にそって、 磁硫鉄

鉱、簡石が交代し、又方解石、石英の徹際によ勺て貫ぬかれることがある。

ベスグ石は柘網石と問機に存在 Lアメ色で 2田 - l .~大の柱状結晶を Lてい

る。鏡下では自形ない L半由形で弱い光学異状を示す。周縁は輝石に交代され

た P、主方解石、 石英の徴脈に貫白かれることがある。

輝石は肉眼では見られないが、鏡下ではほとんど Sali七@で中に透輝石りも

のもある。それらは半白形のものが事〈弱い多色性がある。

緑際石は半自形ない L他形で、 fJ.色性はやや朗らかで一 部，!¥帯構造を示す。

法灰石は放射状に集合し、 スカルシ体の中で縞状に存在する。鏡下では由形

ない L半自形を呈 L、 結晶粒間は輝石、 緑線石、石英等によ内てうめられ、磁
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硫鉄鉱、閃亜鉛鉱等の集合よりなる軒11眠に貫白かれている。

3 その他の脈石自主勃について

1】石英

硫化鉱物との共生側係については前記各鉱物の羽で白ベた。品出時期につい

ては硫化鉱物皐期のも町と問時期から、晩期のものまで続き、少量の方解石を

伴な内ている。又これ ら 磁 r~鉱輸を伴なう石英を巾がせまくて長いレンズ状の

石英が切断 Lている ことから、かなり後期にも品出 Lたと盟、われる。これらの

石英の量は硫化鉱物 の設にく らべると一 般 に少 ない。

2) 方解石

常に石英 k共存している。互巾がせまくて長いレン λ・状の石英には切断され

てい るか らそれ より 叫に品 出を終っ ている。

町 鉱床の成因

前記の地質、鉱床 白踏性状‘共生鉱物り種類と ‘ その性質等から、本IIA床は

商温接触交代作用によることはあき らかである。

現在判関 Lている鉱床は第 2図地質図中に記しておいたが、鍍者はこれらの

悶尉にわた明て化学際鉱官猷みた。それによると南露顕一束m聞をほ x東西に

給 ぶ線か ら南側には反応が示きれない。 開露額四西側延長上 で反応を示す。北

!，~顕の延長附近は回晶があ っ て不切である。こり制査から推定 L て流紋錯体の

両側に小規模なものがまだ数個所存在するようである。主これらり賦専は地質

構造に支阻されて東西に続くようである。 しかし深部への関係はいずれも銀鉱

が不充分のために推定はできない。

これに類似 Lた鉱床は当郡内こ主にこの鉱床附近に数値所あるが、 地質主火

成活動の条件を同じ〈する秩史鉱床(会1(5)(61，をみるとき、これらは一 つの鉱床区

に包含されるものである。そ Lてこの南相木鉱床群はこの区の西端をなすもの

であると考えられる。

スカルン鉱物と鉱石鉱物の晶出町駅序は、前記の顕微鏡的観察。結果から第

6図の表のように推定される。
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第 6悶 鉱軸晶出順序表

早期 晩期 • 
方珪解灰石石 一一一

一
ザクロ石
ベスプ石

輝縁軍需石石

LEおti 
一-ー一.- a一 . . 

一一一-ーーー---一一
句唱圃圃圃'司圃・ーーー晶--ー・4

鉄鉱 ー
斑末禍群銅議E鉱軸

鉄伍 • ， 

開lち石灰岩の大理石化にはじまる λ カルン化作用に引き続いて鉱石広物の依化

作用がおこり‘後に飴天化作用をうけている。スカルシi品物は若干の差はあ る ! 

がほ X 相前後 して同時品向 kみられる。 I
本鉱床はすでに述べた ように普通の この種目鉱床に見られる よ うな磁鉄鉱と

方鉛鉱或いは灰鉄郎石がみられないために、鉱物。帯状分布を他の代表的の鉱

床 と比較検肘することはできない。貨入岩体の真。接触部も いまりとこ ろ不明

であるから、こり問題は今後白探鉱白進肢を待~て考察官進めたい。

鉱物町中には気成交代作用の産物に紺当するものはみられないことから、 初

期生成温度は余り高温度ではなかったと推測される。いま一、こり点から鉱 物

の生成温度を推定 Lてみよう。

1)閃亜鉛鉱中 の黄銅鉱、磁硫鉄鉱の示す際博構造から推定

竹内常草・直木技彦・南部訟夫マ'N.W. Buargar (8)等町踏氏に よる

と、閃亙鉛鉱中由貿銅鉱について、 350"(J-400"(Jが求められている。
、 -(g)
文何百置鉛鉱中町磁磁鉄鉱については、 前記竹内.芭木，南部.19.び武 中俊ニ ，

E.Ramok-(凶，G_ M. SChwa吋 z(111の路氏に よると、 実験的には恥‘めら

れていないが高温生成町鉱床ときれてい る。

2) 閃亙鉛鉱の官有鉄骨による推定

筆者は比重を測定Lて3.96 8を得たs これはkulユarud (l2lによると FaSが
-32-
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約34m'o J.~位である。 主 X一線分析からはFeS約37"m'o 1事主な明た。

8 5 0 "c位とこの倣から生成温度を約 8001:)-G. K，叫lerud~によれば、

鑑定できる。• 

Giユ1inghan(凶は 2101:)-465むとした。• 
珪灰布の晶出温度

工ngersonMorey. 

3) 

• 
例えば神岡鉱

2271:)-4051:)と総定秩父鉱山では生成温度を 2301:)-3751:)、

これらと比較すると、凶larud氏叫定方法によるものがかなり

この種目鉱床、以上の数仙は必ずしも一致 Lたものではない。

山

されている。

01:)と推定さ本鉱床の生成能JJf.は約40 そり他の誼料では、高温度になるが、

ここではかりに 4001:)-揖料すべてが絶対的なものではないから、

。℃と Lておく。

れるが、

8 0 

秩文

15 

相晶鉱床は丹帯に属する中生胸中部ジユラ系の地周にAE飴 Lでいて、

飯床区の最西端に位鑑している。

総V 

1 ) 

チャー ト石灰岩を爽有fl..て粘仮岩砂岩の単斜構造の中に、附近白地質は、2) 

火成岩は鉱区中央を東西にこの附近-~f は動力変質を受けていない。いる。

貫入する石英斑岩質流絞岩のみである。

地形はゆるやかで八ガ岳の泥流平そり若い推積物に覆われている。3) 

持>>Jjは石英斑岩質流紋岩体の陶北問側に四個所が砥飽きれている。4) 

脈状ない L地層の走向と傾斜に支毘された、鉱床は接触高温変代鉱床で、5) 

爾露顕では交代が拡強 Lて塊状に近い療をしている。レンズ状であるが、

鉱液の勢カはあ ま り強〈ないよう

探鉱り進

スカルン帯のせまいこ kから、

Lたが 巧てIIA床の規範もあまり大きい主は恩，われないが、

展を見なければ断定はできない。

閃亜鉛鉱を主として、

珪化帯、

である。

6) 

黄銅鉱を伴ない少量の賞鉄鉱、lill硫鉄鉱、鉱石は、7) 

原石鉱軸は骨量の石英Eび方解石その中に未詳IIA物 I・Eを伴な 4 ている。
Salite. 珪灰石、ベスグ石、旅主スカルン化による方解石"&V'灰鉄拓栂石、

緑宣言石のスカルン鉱物がある。
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8) 磁磁融鉱は敵性の強い石英脈によ勺て自鉄鉱Iじを 5け、縄状のも (J)e、鳥

ノ目構造， B i lUS eye -S tp"uc)!l.ture .のものとあ る。これらは磁硫骸

阪の路天化作用によ 4 てのみ生じたとは推定 Lがたく今後の研究にゆずる。

黄銅侭は一面目。ものが二次銅鉱物として斑銅鉱にな弔ている。叉地表近くで

は援天化作用により磁磁鉄鉱が締飲鉱となり鼠床上部を碩明ている。

9) 金属由E助の晶出版序はスカル γ I!A物。晩期から鉄硫化物、錆一車鉛鋭化物

で、磁説伝鉱は比較的連続的に晩期 まで晶出している。そしてこれらの鉱化

作用後の地質変動は臨められない。

10)鉱 化作用を生じた温度は閃亜鉛鉱中旬磁枇依鉱、 黄銅鉱甲陵裕偽造お土び

閃亜鉛鉱の比窟から、 大体 400'0-8'0 O'C(J)高温盤。ものであ る。

lD 化学銀鉱の結果小規模な鉱体が地質綜造に支配されてまだいくつか東西に

統〈ょうである。
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